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音
色
に
聴
衆
う
っ
と
り

桜の庄兵衛
ギャラリー

豊
中
市

江
戸
時

代
の
庄
屋

を
利
用
し
た
「
桜
の
庄
兵
衛

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
　
（
豊
中
市
中

桜
塚
二
丁
目
）
で
十
八
日
、

チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
「
風
光

る
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開

か
れ
た
。
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
首
席
奏
者

で
、
チ
ェ
リ
ス

ト
の
近
藤
浩
志

さ
ん
が
出
演

し
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
や
世

界
各
国
の
民

謡
、
日
本
に
古

く
か
ら
伝
わ
る

歌
な
ど
を
優
し

ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
な
ど
を
チ

ェ
ロ
で
奏
で
る

近
藤
さ
ん

く
心
地
よ
い
チ
ェ
ロ
の
音
色

で
奏
で
た
。

前
半
は
「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ

組
曲
第
一
番
」
　
「
風
の
谷
の

ナ
ウ
シ
カ
組
曲
（
改
訂
版
）
」

な
ど
を
演
奏
。
後
半
は
「
タ

イ
ス
の
瞑
想
曲
」
と
い
っ
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
王
道
と
呼
ば

れ
る
曲
か
ら
、
「
砂
山
」
な

ど
日
本
の
心
を
歌
っ
た
曲
、

「
さ
く
ら
　
さ
く
ら
」
な
ど

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
曲
を
披
露
し
た
。

音
の
幅
が
広
い
チ
ェ
ロ
の

特
性
を
存
分
に
生
か
し
た
音

色
と
、
〝
チ
ェ
ロ
の
名
手
″

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
の
こ

も
っ
た
演
奏
に
（
約
百
二
十

人
の
聴
衆
も
う
っ
と
り
と
静

か
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
曲
の
紹
介
を
兼
ね

て
曲
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
近
藤
さ
ん
が
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
解
説
。
聴

衆
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
た
。

大
阪
市
東
住
吉
区
の
主
婦

（
六
〇
）
は
「
チ
ェ
ロ
が
こ
ん
な

に
き
れ
い
な
音
を
奏
で
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
も
っ
と

聞
い
て
い
た
い
ぐ
ら
い
。
感

動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

た
。
　
（
杉
本
庚
記
者
）
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